
１． 健康産業フォーラム 

第１回健康産業フォ－ラム  
1 期 日  ５月１４日（火） １３時３０分～１５時３０分 
2 会 場  松本勤労者福祉センター 第１会議室 
3 内 容 
第1部 「 ヘルスケア産業の創出に向けて」 

経済産業省 商務情報政策局 ヘルスケア産業課 係長 井上 健士 氏 
第2部 平成２４年度経済産業省委託事業「官民連携による医療・介護周辺サービス創出調査」報告 

㈶長野経済研究所 調査部長代理兼上席研究員 中村 雅展 氏 

第２回健康産業フォ－ラム  
1 期 日  ９月２４日（火） １５時３０分～１７時００分 
2 会 場  松本市役所 東庁舎３階 議員協議会室 
3 内 容 

    「コナミスポーツが取り組む健康サービス」 

㈱コナミスポーツ＆ライフ プロデューサー 森谷 路子 氏 

第３回健康産業フォ－ラム  
1 期 日  ２月 ６日（火） １４時００分～１６時００分 
2 会 場  音楽文化ホール 小ホール 
3 内 容 

     「安心して健やかに老いることが出来る社会を目指して」 
社会医療法人財団 慈泉会 相澤病院 理事長・院長 相澤 孝夫 氏 氏 



２． 市民ニーズ調査事業 

医師・看護師等と参加企業とのマッチングを行う「現場ニーズ研究会」は、個別企業等との対応で実施しました。 



（１） 松本信用金庫 

（２） 株式会社デリカ 

３． 実用化検証・実証実験事業等 



（１） 金融商品による検診受診率向上や健康意識高揚に係る実証実験 （松本信用金庫） 

これまでの経緯 
25.2  松本市と企業連携協定調印式を実施。 
25.5  協定を活かした、健康に寄与する金融商品開発の

ため、松本地域健康産業推進協議会分科会で検討
（計７回） 

25.9  発売開始 
25.11 第3回世界健康首都会議に出展 
25.12 健康情報誌 第1号発行 
26.1  契約者アンケート実施 

 

実証実験の内容 
 

(1) 商品の概要 
ア 商品名「健康寿命延伸 特別金利定期積金」 
イ 利率 ０．２％（通常０．０３％） 
ウ 発売期間 平成２５年９月～ 
エ 契約期間 ３年間 
オ 販売エリア 松本信金 全２８店舗（松本市、安曇野市、塩尻市 他） 

 
 (2) 預金者へのインセンティブ 
ア 年度ごと（通算３回）に、健康診断の受診を確認後、ラーラ松本プールの利用券を
発行 

イ ３年連続受診した預金者に、ディズニーリゾート利用券等の懸賞を用意 

 
 

○事業費：879,000円（広告宣伝費、ラーラ利用助成、モニター調査費等） 

○実施内容 

(3) 預金者へ情報提供 
ア 信金行員（一部郵送）から、自治体が行う健康診断の日程等の情報を、預金者の
状況に応じて送付し、受診を促進する 

 

(4) 検証項目 
 ア 申込時点での検診の認知度や受診意向と、情報提供後の認知度、受診の有無 
 イ ラーラ松本利用券の使用状況 
 ウ 金融商品としての顧客満足度 

健診受診確認用パスポート(契約時に配布) 

実施実績 
• 契約者数  ：  １，４３７人 
• 契約額  ：   約１０億円 
        （平成26年2月末現在） 
 
 
 
 



 
電動アシスト四輪自転車「けんきゃくん」 
 

サイズ 
全長：1,350㎜  全幅： 520㎜  車軸間距離：1000㎜ 
重量 22㎏ 
  
補助速度範囲 0～15㎞ 

 
走行距離 平坦路 約30㎞ 

 

（２） 電動アシスト四輪自転車の効果等に係る実証実験 （㈱デリカ、松本大学） 

これまでの経緯 
25. 2.   7 「健康寿命延伸都市・松本」プロジェクト記

念イベントでの製品モニタリングを実施 
  3.29 デリカ、松本市意見交換 
  4.11 製品の効果検証に向けた分科会を開催 
   （デリカ、松本市、松本大学、工業支援センタ） 
    以降分科会を計３回開催（6/11 6/13 7/25）  
  7.10 実証実験実施申請（申請者：㈱デリカ） 
      11  実証実験（＠松大グランド）開始 
  8.   7  実証実験に係る連携協定を締結 
   （デリカ、松大、松本市） 
9.2  カーフリーデーin松本に参加し、展示・試乗 
11.1 製品・発売 
11.25.26世界健康首都会議に出展 
26.2 .6 県健康・医療製品化事例研究会で発表 

 

実証実験の内容 
 

⑴ 効果検証 
ア 電動アシスト四輪自転車の効果、効用に関する試験・調査を松本大学が実施 
イ 歩行と電動アシスト自転車を利用した際の消費エネルギーの比較研究 
（ｱ）高齢者、大学生、各10名程度をモニタとして、歩行時と自転車利用時の消費

エネルギーを 比較し、同じ量のエネルギー消費でどれだけ活動範囲が広
がるかを検証する 

(ｲ) 実証期間：平成25年7月11日～同9月30日 

 
 

⑵ モニタリング（アンケート分析） 
ア 購入者リストにより、購入後の活動範囲や健康状態の変化等をヒアリング調
査し、活動範囲が広がることが健康状態や生活スタイルにどのような影響を与
えるかを検証 

イ 実証期間：平成25年8月1日～平成26年2月28日  

 
 

○事業費：805,000円 
（機械装置費：5万円、調査委託費50万円、広告宣伝費20万円、他） 

○検証項目 

測定結果 
歩行に比べけんきゃくん使用走行は速度では約1.5 倍速く、消費エネルギー

量は約1.8 倍であることなどから、継続して使用することによる健康増進の可能
性あり。また、仮に今回と同等の被験者が20分間それぞれの運動を実施した場
合、総エネルギー量は、歩行が約90kcalであるのに対し、けんきゃくん使用走行
では約160kcalになることが推測される。 

アンケート結果 
発売が11月にずれ込んだことや大雪等の影響で満足な結果が得られなかっ

たこともあり、次年度も引き続きフォローを行うもの 



「健康寿命延伸都市・松本」プロジェクト （㈱ローソン） 

これまでの経緯 
２５．   ７．１１  ローソンが、福祉ひろば事業等の視察及び

意見・情報交換のため来松 
            ８． ９  ローソンが、今後、本市と連携し取り組むこ

とを提案 
            ９．２５  庁内にローソンとの分科会を設置し、具体的

な協議に着手（計５回開催） 
         １１．１８  ローソンと「松本市民の健康づくりに関する

協定」を締結 
       ２６  第３回世界健康首都会議においてローソン

が取組みを報告 
２６．   ３．１４  まちかど健康相談のプレ実施 
 
 

協定の概要 
⑴ 内容 

ア 健康診断に誘（いざな）う「松本モデル」の実施（受診率向上対策）
３月に、ローソン店舗敷地内において「まちかど健康相談」を２回実
施 

イ 健康寿命延伸に関する情報等の掲出 

  市内のローソン全１９店舗に、本市専用の健康に関する情報スペー
スを常設 

ウ その他、市民の健康づくりに必要な取組みの実施 
 
 

 

 

まちかど健康相談 
(1) 実施日時 

 ３月１４日（金）・１５日（土） 各１０：００～１５：００ 
(2) 実施店舗 
ローソン松本石芝店  

(3) 内容 
血圧測定、体組成検査、健康相談、健（検）診受診勧奨、スモー
カーライザー、アルコールパッチテスト、脂肪モデル展示 

 

平成26年3月15日 市民タイムス 

実施実績 
 参加者数    14日（金）---90人   15日（土）--- 122人 
 参加者の受診状況 

 特定健診 ---- 50% （受診者の8割は60歳以上の高齢者）   
• 胃がん検診---- 27% ・ 肺がん検診---- 31% 
• 子宮がん検診---- 28%  ・ 乳がん検診---- 29% 
 

過去の市イベントを分析すると参加者のうち、約２割の人が
健康に対して意識変容が生じたものと推察されおり、今回の
イベントで少なくとも20人の特定健診未受診者に何らかの形
で意識（行動）変容が生じるものと考えられる 

 
 
 

４． 企業連携事業 



㈱ルネサンス 
「熟年体育大学」特別講座 
 

○熟年体育大学（総合体育館コース）特別講座での指導・実演 
  
 熟年体育大学OB約300人が参加する特別講座において、スト
レッチやバランスコーディネーションなど、年齢や体力に応じた
種々のプログラムを紹介、体験してもらう。 

ユニ・チャーム㈱ 
「正しい尿ケア専用品の使い方」 

 
 

○地区福祉ひろばで、尿失禁の現状と対策の講習会を継続 
  
軽度の尿失禁は加齢とともに誰にでも起こり得ることを説明し、生
理用品での代用などではなく、専用品を使って安心して外出する
ことを呼びかける 



５． 第3回世界健康首都会議 
平成２５年１１月２５日（月）、２６日（火）  ＠Ｍウイング   （参加者：のべ６００人） 

 
・基調講演     スイス アイマゴ社   ミヒャエル・フリードリッヒ 氏 
                ドイツ フライブルグ  ヘルベルト・レン 氏 
 
・松本発健康先進都市ゼミナール   兵庫県神戸市､ 愛知県大府市 
  （長野県「地域発 元気づくり支援金」活用事業） 

   
・取組事例発表      信州大学 、 ㈱ローソン、 松本市医師会 
  
・パネル・ディスカッション 
           「健康に生きるとは何か、何によって支えられるか 
             治療から予防へ ～運動・食・交流・ポジティブシンキング～」 
 
・企業・団体によるブース出展 （全19ブース） 
 
・デモストレーションの実施 
 
・健康弁当の販売 （※26日のみ 限定300食） 
 
 

 
 


